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一般社団法人発明推進協会 東京都港区虎ノ門二丁目９番１号　虎ノ門ヒルズ 
江戸見坂テラス E-mail ： kensyu-kai@jiii.or.jp

経済産業研修会 検　索

主催 ： 発明推進協会　オンラインセミナーのご案内 関係の方々にご回覧ください

化学・バイオ分野の特許明細書作成のポイント
　　　～明細書作成時から特許訴訟時まで～

　化学・バイオ発明には、物の特定が容易でない

発明や用途発明のように、化学・バイオ分野に特

徴的なものが多くあり、他の分野とは異なる特有

な特質があります。特許明細書の作成において

は、そのような特質や特徴を考慮した発明の把

握、クレーム表現の工夫、緻密な明細書の作成が必

要でありますが、さらに①特許庁からの拒絶理由に

十分に対応でき、かつ②成立した特許の権利行使が

容易なものとなるように、出願時から対策を練るこ

とが重要です。

　今回のセミナーでは、このような強い特許明細書

を作成するという観点から、どのように化学・バイ

オ発明を把握し、どのような表現でクレームすれ

ば、少しでもより有利な権利、即ち、他社を牽制で

き、権利行使にも適したものとなるのか、さらに、

進歩性や３６条関係などを考慮して出願時点でどの

ような実施例、比較例の作成が好ましいのかといっ

た、出願時点で考慮すべき明細書作成上の戦略を解

説致します。

■開催日時
（前編）2026年 5月 21 日［木］
（後編）2026年 5月 28 日［木］
◆時間14:00～16:30（途中休憩有り）

●講　 師：  細田国際特許事務所　所長・弁理士　細田 芳徳 氏
●会     場：  Zoomを使ったオンラインセミナー
●申込方法：  当協会Webサイトのオンラインフォームからお申込みください。

数々の特許出願や特許侵害訴訟の場を踏んできた講師が、中間処理、権利行使
までを見据えて、出願時にどのような戦略を立てて明細書を作成すべきかを詳説！

発明推進協会　経済産業研修会 検　索

申し込んでいただいた皆様には、セミナー終了後
にセミナーを録画した動画（2週間閲覧可能）の
閲覧用URLをお送りいたしますので、セミナー当
日に都合がつかない方も受講可能です。

●参加料： （知的財産情報メンバーズの「セミナー無料招待券」もご利用いただけます。）

※セミナー終了後に請求書はお送りいたします。

★オンデマンド視聴可能

前・後編　両日参加　　　　　　知的財産情報メンバーズ　　　　　　　　　　　１０,０００円(税込)

　　　　　　　　　　　　　　　発明推進協会、各地域の発明協会会員　　　　　１７,０００円(税込)

　　　　　　　　　　　　　　　一般　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０,０００円(税込)

前編または後編のみ参加　　　　知的財産情報メンバーズ　　　　　　　　　　　　６,０００円(税込)

　　　　　　　　　　　　　　　発明推進協会、各地域の発明協会会員　　　　　１０,２００円(税込)

　　　　　　　　　　　　　　　一般　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２,０００円(税込)



◎お申込時にいただきました個人情報につきましては、本講座の実施、運営に利用させていただくとともに、新刊書やセミナー・講演会等の各
種ご案内など当会の事業活動に限って使用させていただくことがあります。また、本講座の講師にお客様の「所属先」、「部署名（役職名）」、「氏
名」等をお知らせさせていただきます。本件に関し、不都合がございましたらご連絡ください。
◎参加をキャンセルされる場合は、研修会開催日の前々日（土日祝祭日は除く）の１７：００までに、必ずメールにてご連絡ください。キャンセ
ルのご連絡がなく、当日、欠席された場合は、参加料を全額請求させて頂きます。
◎本セミナー参加に際しては、当会への申込みとＺｏｏｍへの登録が必要となります。Ｚｏｏｍ登録用のＵＲＬは開催日の前日までにメール
送信いたします。ご登録いただきますと、参加用のＵＲＬがＺｏｏｍからメール送信されます。ご面倒をお掛けいたしますが、必要事項をそれ
ぞれのフォームにご入力をお願いいたします。

お問い合わせは
一般社団法人発明推進協会　経済産業研修会 　
TEL：03-3502-5493　　E-mail : kensyu-kai@jiii.or.jp
所在地：〒105-0001　東京都港区虎ノ門二丁目９番１号　虎ノ門ヒルズ江戸見坂テラス

化学・バイオ分野の特許明細書作成のポイント　プログラム

(前編・５月２１日)

１．発明把握のテクニックとクレーム表現の基礎知識

２．化学・バイオ分野に特有な発明の捉え方

３．権利行使に適した戦略的なクレームドラフティング

（後編・５月２８日）

４．中間処理（補正、３６条、進歩性）を考慮した明細書の作成ポイント

５．実施例・比較例における必要なデータと不要なデータの見分け方
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